
宮城県土木部
Miyagi Prefecture Public Works Department

○川内沢ダム 定礎式開催！

○令和7年度上半期トピックス
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○第４３回土砂災害防止「全国の集い」開催！

令和6年度よりダム本体のコンクリート打設に着手している川内沢ダムにおいて、工事が
最盛期を迎えることから６月8日に定礎式を執り行い、ダムの永久堅固と安泰および工事
の無事を祈願しました。

第43回となる土砂災害防止「全国の集い」が、国土交通省と宮城県との共催で、令和７年
６月１０日と１１日に仙台市内で開催されました。令和６年に能登半島で発生した地震・大雨
災害を受け、『土砂災害の複合災害』のリスクと備えについて議論が交わされました。



仙台家畜保健衛生所の老朽化に伴い現地建替えを行いま
した。一般事務エリアと病勢鑑定業務エリアとを分離したレ
イアウトや、設備機器の集約化、屋上防音パネルの設置や、
木彫ルーバーを施した景観配慮など工夫を凝らした仕様と
なっています。
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上半期トピックス（R7.4～R7.9）

月

〃 盛土規制法運用開始

〃 低コスト工法講習会開催
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8月26日 被災宅地危険度判定士講習会開催

県立都市公園は、供用開始から長い年月が経過し、当時植
樹した木々の老齢化・大径木化が進行しています。このため、
一般社団法人宮城県造園建設業協会と適正な樹木管理のた
めの技術支援に関する協定を締結し、官民協働・連携による
適正な樹木管理計画を策定することで、安全・安心な公園環
境の構築につなげていきます。
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5月23日 仙台塩釜港長期構想委員会の開催

東日本大震災の記憶や教訓を後世に伝承し、防災意識の
醸成を図ることを目的とした「3.11伝承・減災プロジェクト」
の一環として、福岡県において、東日本大震災時の初動対応、
震災伝承及び教訓を踏まえた復興まちづくり等に関する出
前講座及びパネル展を開催しました。

8月6日 県内ダムの貯水（低下）状況等について
発表（知事定例記者会見）



【会場所在地】蔵王町、
仙台市、大崎市、栗原市、
石巻市、登米市、気仙沼市

小学生と保護者を対象に、建物づくりの体験会を開催し、
木組みやカンナがけ、電気配線などさまざまな体験に挑戦し
ました。今回の体験を通じて、建築・建設業の魅力や社会的
意義を知り、将来の職業選びの参考にしていただければと
思います。

16回目となった今年度の津波防災シンポジウムは、「防災
文化を後世へつなぐ」をテーマに、石巻市で開催しました。
東北大学の佐藤翔輔教授らの講演に加え、地元企業役員や
高校生らを交えたトークセッションが行われ、約200名の参
加者とともに、今後の防災を考える機会となりました。

夏休み期間中に、小学生と保護者を対象とした建設現場見
学会を県内７会場で開催しました。普段は立ち入ることので
きない工事現場を見学したり、大きな建設機械に触れてい
ただき、親子で楽しみながら建設の仕事を知ってもらう機会
となりました。

宮城県石巻市と山形県酒
田市を結ぶ、みちのくウエ
ストライン「石巻新庄道路・
新庄酒田道路」の早期整備
を実現するため、宮城・山形
両県と、関係４団体で新た
な同盟会を設立しました。
また、8月8日には初の要望
活動を、関係省庁に対し実
施しました。

タイガーエア台湾により高雄-仙台線が開設され、両空港を
結ぶ初の定期便運航が実現しました。7月16日より週3日運
航しており、両地域のさらなる交流拡大が期待されます。

建設産業を取り巻く経営課題の解決や、将来の宮城の建設
産業を担う人材確保・育成の一助とするためのセミナーを年
3回開催する予定で、第1回は工事成績アップにつながる考
え方やBCP策定の必要性等について理解を深めました。



せんだいポートラジオ開局！

土木・建築・電気・機械の
技術系公務員を目指す方々へ

令和7年10月21日 発行

道路・河川などの公共土木施設（インフラ）
を適切に維持管理する上で、県民の皆様から
の情報提供は、貴重な情報源となっています。
インフラの異常を発見した際は、本アプリで
通報をお願いします！

利用する際には、デジタル身分
証アプリ「ポケットサイン」を
インストールする必要があります。
（登録にはマイナンバーカードを
使用します）

アプリのダウンロード

iPhoneを
ご利用の方

Androidを
ご利用の方

インフラ異常箇所通報アプリ サービス提供中！

県の事業や公共土木施設の魅力、各種イベント情報、

職場体験の様子など、土木部の取組を随時紹介。

土木部公式 Instagram 「ミヤギのドボク」
左のQRコードを読み取って、
ぜひフォローと“いいね”をお願いします！

アカウント名：ミヤギのドボク_宮城県土木部【公式】
ユーザーネーム：MIYAGI_DOBOKU

宮城県土木部土木総務課

〒980-8570
宮城県仙台市青葉区本町3丁目8-1
TEL：022-211-3108
FAX：022-211-3199

仙台・宮城観光
PRキャラクター

むすび丸

仙台塩釜港(仙台港区)では、船舶の大型化・取扱貨物量の増
大に伴う港内の混雑に対応し、船舶の安全で円滑な入出港を支
援するため、国際VHF海岸局「せんだいポートラジオ」を開局し、
４月１日より運用を開始しました。
「せんだいポートラジオ」には専門のオペレーターを配置してお
り、事前に集約した船舶の入出港情報や、レーダー、カメラによる
リアルタイムの運航状況を基に、無線等で船舶や運航関係者との
意思疎通を図りながら、港内の運航調整を２４時間体制で実施し
ています。

宮城県土木部技術職員採用サイト

ダムの貯水状況

今夏は梅雨時期から少雨と高温が続き、
県内の河川は水量の少ない状態となりました。
国管理の鳴子ダムでは一時的に貯水率が0％
となるなど、県管理ダムでも同様に水位の低
下が見られ、節水の呼びかけを行う事態とな
りました。その後、9月に入ってからの降雨に
より水位は回復し、9月17日には国の渇水対
策本部を解散するなど、大きな影響はなく
なっています。

栗駒ダム（平年の状況） 栗駒ダム（R7.8.8）

貯水率約70% 貯水率2%


